
▽ �問い合わせ　健康づくり係
（☎２２３局３５３３）

あしや

健
幸な町特定健診は受けましたか？

　特定健診は、生活習慣病や、その前兆である
「メタボリックシンドローム」を早期に発見・
改善するために必要な健診です。芦屋町国民健
康保険加入者は、1年に 1回、特定健診を受け、
生活習慣を振り返りましょう。

■特定健診で何が分かるの
　問診・身体計測・血圧測定・血液検査・尿検査・
診察など体の総合検査を行い、糖尿病、高血圧、
脂質異常症、動脈硬化、腎機能障害、肝機能障害、
痛風など、生活習慣病の兆候を見つけることがで
きます。

■費用はいくらかかるの
　８２９５円かかる検査を一部町が負担するため
５００円の自己負担で受けることができます。

■どれくらいの人が受けているの
　平成 30 年度の特定健診受診率は下記のとおりです。
芦屋町 福岡県平均 中間市 遠賀町 水巻町 岡垣町
32.9％ 33.9％ 33.6% 36.4% 36.4％ 40.2%

　30 年度は、芦屋町特定健診対象者 2350 人中
774 人が受診しました。芦屋町の特定健診受診率
は遠賀・中間地域で最も低く、福岡県平均より低
くなっています。特定健診の受診者が増えると、
生活習慣病などの早期発見ができ、脳梗塞や心筋
梗塞などの重症化により通院・入院する人を減ら
すことができます。また、個人や町の医療費を削
減することにもつながります。

■健康だから、受ける必要はないのでは
　健康な人ほど、普段病院に行かず、体の異変を見
逃してしまうことが少なくありません。生活習慣病
は自覚症状がないため、元気だと感じていても健診
を受けましょう。 

健康づくり係からのお願い
　職場やかかりつけ医で血液検査や尿検査を行っている人は、その結果を見せて頂き、特定健診の項
目を満たしていれば、特定健診を受けたとみなすことができます。ぜひデータ提供にご協力ください。

■忙しくて受ける時間がありません
　病気の進行に気付かず、通院や入院が必要になれ
ば、かかる時間とお金は健診や保健指導以上のもの
になります。また、場合によっては長期にわたる療養
や、合併症、後遺症などによって、生活が不自由に
なることがあります。そうすると、あなただけでなく、
家族にも負担をかけることになるかもしれません。

■どうやって受けるの
　以下の 4 パターンから選ぶことができます。
①芦屋中央病院で受ける
　希望日の土日祝日を除く前日までに芦屋中央病院
健診センター（☎２２２局２９３２）へ直接申し込ん
でください。
※予約受付時間　午前 10 時～午後４時
※日曜健診＝ 9 月 1 日、10 月 27 日、11 月 17 日
※�芦屋中央病院で受診する場合は、同日にがん検診

の受診ができます。
②町内の医療機関で受ける（芦屋中央病院以外）
　医療機関へ直接予約して、受診してください。
③北九州市・遠賀郡内の医療機関で受ける
　町外の医療機関で受ける際は、事前に健康づくり
係へ連絡してください。受診券を送付します。
④人間ドックの助成事業を利用して受ける
　芦屋中央病院、おんが病院、福岡新水巻病院で人
間ドックを受ける場合に特定健診分（７７９５円）の
補助を行います。健康づくり係へ連絡してください。
※�人間ドック助成事業を利用した人は同年度に特定

健診は受診できません。
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芦屋町人権・同和教育研究協議会

　ＨＩＶ感染者とは、ＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイル
ス）に感染しているが、エイズを発症していない状
態の人を言い、ＨＩＶによって引き起こされる免疫
不全症候群のことをエイズと言います。性的接触に
留意すれば、日常生活で感染する可能性はほとんど
ありません。感染してもすぐにエイズを発症するわ
けではなく、最近では治療薬の開発が進み、感染を
早期発見し、早期治療することでエイズの発症を抑
えることができるようになっています。また、ハン
セン病は、「らい菌」という細菌による感染症ですが、
感染力は弱く、感染したとしても発病することは極
めてまれで、仮に発病しても、現在では治療法が確
立していて、早期発見と適切な治療により確実に治
療することができます。しかし、ＨＩＶやハンセン
病などの感染症に対する正しい知識と理解は、いま
だ十分とはいえない状況にあります。
　「病気の恐ろしさ」や「感染する」ことのみが強
調して報道されるため、人々の間に「感染力が強
い」「お風呂やプールに一緒に入ると感染する」な

どの日常生活で感染するような誤解や偏見が生じ
ているのが現状です。実際にＨＩＶやハンセン病
は、日常生活の接触で感染することがほとんどあ
りません。しかしながら、正しい知識や理解がな
いために就職や職場で不利な扱いを受け、医療機
関では治療や入院を断られるなどの人権侵害が起
こっています。ＨＩＶやハンセン病に対する偏見
や差別をなくし、患者や元患者、その家族などが
社会と交流していくためには、私たち一人ひとり
の理解が必要不可欠です。
　ＨＩＶ感染者やハンセン病の患者・元患者の皆さ
んが住みよい社会を実現していくためには、私たち
一人ひとりがＨＩＶやハンセン病を怖がるのではな
く、正しい知識と理解を持つことが重要です。本当
に怖いのは、誤解や偏見でいわれのない差別が行わ
れてしまうことです。病気や感染症に関する正しい
知識を正しく理解して、間違った誤解や偏見をなく
していきましょう。

▽ �問い合わせ　社会教育係（☎２２３局３５４６）

差別をなくすために  第 410 号

ＨＩＶ感染者やハンセン病患者の人権
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